
1－P－11  1995年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

春季研究発表会  

自動車市場の計量分析  
01005650 東京国際大学 ＊上田恭嗣 U E DA  

l 総轄It6・6・15報告 筆者らは国沢渦典東京工  

業大学名誉教授の御指導の下に、1967年から20  

年間、自動車市場のOR的研究活動を行ってき  

た。自動車の開発・生産・販売の各部門で必要  

なコストは規模の経済の法則が強く働く故に、  

長期的見通しに立った最適な投資を行うことが  

重要であり、その為には精度の高い需要予測が  

必要である。我々はそのニーズに対して一応満  

足のいく答を提供してきたと思っている。予測  

結果自体は過去のものであるが理論、手法を中  

心として応用事例を説明すれば時を超えて新鮮  

な印象を読者に与えるであろうと思い、これら  

の研究結果を書き改めて御紹介する。今の日本  

の自動車業界は、今回不況に端的に現れている  

ように、既に成熟した、マーケットの経験、知  

識の蓄積が充分となった業界であるので、ここ  

で示したモデルは今や必要としないが、我々が  

この作業を開始した当時は、日本の自動車市場  

は成長の前期にあり、乏しい経験を補強する為  

に、理論的アプローチが、データから理論に基  

ずき客観的に導いた知見が、早急に必要であっ  

た。本件のこういう性質から、国内でも参考に  

なる業界、企業はまだ存在するであろうし、こ  

れから離陸しようとするアジアや旧東側の諸国  

にも参考になるのではないかと思う。テーマ；  

A中期の乗用車セグメント別需要予測  

B短期の自動車需要予測  

C乗用車セグメント別転移確率と需要構造分析  

D乗用車販売を動かす要因分析  

Eメーカー別販売シェアの形成要因分析  

F販売奨励金の効果測定  

G新製品投入と販売チャネル内製品別販売構成   

の分析  

H中古車販売における価格設定と販売チャンス  

X設備投資評価、その他  

2 府県別にみた乗用車販売台数の予漁Ⅲ6・7・2  

0報告 「貼合せ法」は府県間格差を利用して府  

（研究グループ）   

Y人SUTUGU   

県別データを時間軸に翻訳して並びかえ、成長   

曲線を計算するというユニークな方法である。   

府県別などのクロスセクションデータには、単   

にそれを全国合計すると失われてしまう、時系   

列データの構造に関する情報が内蔵されており、   

それを取り出す事ができる。先ず、過去の乗用   

車販売実績を成長曲線上に並べて、このモデル   

がよく適合することを確認した。次いで、国際   

比較から人口千人当り年間販売台数の上限を40   

台と想定して、中期予測を行った。予測の精度   

は、例えば、5年後の昭和47年の乗用車販売台   

数では、予測3，191千台に対し実績3，386千台と   

ほぼ厳売水準を当てている。又、韓国の自動車   

メーカにこの方法を技術移転した。当時、同国   

の乗用車市場は成長前期にあったので、予測結   

果は良い的中率を示すものと予期したが、以後   

その通りとなった。   

3 中古車販売における価格設定と販売チャン   

スH6・8・17報告 ここでは中古車を生鮮食品に例   

えた。販売を急ぐと利益が減り、利益を重視す   

ると売るチャンスを失う。夜店のバナナの売り  

方を想定して頂きたい。売れ行きを睨んだ中古   

車の価格の設定変えを、多段階の決定過程と見   

て動的計画法を用いたが、実用化には至らなか   

った。ORSA／T川SJoint meeting（Boston．1975）   

のJapanese sessionでの報告の際、「競売」で   

どうかという意見が出て、当時の日本では競売   

市場は未だ存在しないと返答した。現在は中古  

車オークションは日本でも確立しており、中古   

車価格も新聞雑誌に毎日記載されている。   

4 乗用車のセグメント別販売構成比の分析方   

法H6・9・21報告 購入者は車種（セグメント）選   

択の際、自分の購買力及び乗用車の用途、価格、   

維持費、デザイン、性能等を検討する。ここで   

は、このうち価格要因と購買力要因を抽出して、   

販売構成比の決定構造を説明しようとしている。   

まず、，価格だけを車種選択理由とする理論販売  
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解決法を与えたが、この手法は計算手続きが面  

倒なこと及び需要の長期トレンドを推定するこ  

とが難しいことの二点から、日常的に利用する  

ことがやや困難であった。そこで、エントロピ  

ーモデルを応用した。試行で好結果を得たので、  

景気の見通しが変わる毎に短期の需要予測を実  

施している。（エントロピーモデルの用い方）  

過去6ヶ月（2四半期）と向こう3ヶ月（1四  

半期）の3期の構成比を求める問題として扱う。  

トラックの販売台数（Pl，i＝1～3）、GNP実数  

値（Ql，i：1～3）。予測値Q3を与えてP3を求め  
る。Pl、Qlの構成比をpいql。plとqlは  

密着して動くと考える。例えば、景気上昇期で  

はql＜q2＜q3となり、対応して、pl＜p2＜  

p3となるとする。qlとplの垂離する度合を計  

量化し、それをできる限り小さくする方法を見  

つけたい。そこで、エントロピーモデルのD  

（Discrihination）を最小化することを導入す  

る。qい Plが与えられれば、  

D＝∑pllog pl／qlである。ql＝Pl，i＝1～  

3であれば、D＝0となるが現実のデータに対  

してはD＞0であり、物事はそう簡単ではない  

ことを示している。  

7 製品力・販売力評価の統計的アプローチH6  

・12・21報告 特定メーカーの販売水準を形成す  

る要因は、市場の大きさを一定とすると、その  

メ⊥カーの製品力と販売力である。ここでは、  

この販売力が過去からの販売力の累積指標と、  

現有販売勢力指標との合成であるとする。この  

分析によれば、過去の販売力の累積指棟たるメ  

ーカー別保有台数の弾性値は0．8と大きく、現有  

販売勢力の指棲たるディーラー従業員数の弾性  

値は0．2と小さい。セールスマンの販売生産性は、  

過去の販売力の累積指標（主としてメーカー別  

保有台数）の規模に大きく依存する。まず製品  

力の強化を起爆剤として、この裏付けのもとに  

販売生産性を向上させ、これを刺激としてセー  

ルスマン増員・保有シェアの安定と拡大に至る  

という、需要成長期における拡大図式が正しい  

路線であり、製品力強化を行はずしてのセール  

スマン増員策は採るべきではないことを説いた。  

構成比を計算する。セグメント別価格をデータ  

として、エントロピーモデルを用いる。この理  

論値では購買力、デザイン、性能等の選択理由  

が捨象されているので、実際を未だよく説明で  

きない。そこで、購買力を加味した修正理論販  

売構成比を計算する。この計算には、乗用車全  

体の平均価格（購買力指棲でもある）をデータ  

として、エントロピーモデルを用いる。ここで  

も、デザイン・性能等の選択理由が捨象されて  

いる。ところが、この計算値を実際の販売構成  

比と比較し吟味すると、実際をよく説明してい  

ることが分かった。この理論モデルが現状を説  

明していて充分であると想定すると、将来のセ  

グメント別乗用車価格と購買力指標たる乗用車  

平均価格を与えれば、将来のセグメント別販売  

構成比を予測できる。予測結果は将来の購買力  

の向上に伴い、中級車セグメントのシェアの増  

大と大衆車、軽自動車のそれの減少を示す。  

5 景気変動を織り込んだトラックの短期予測  

H6・10・19報告 大型トラックは物資の移動に密  

着している関係上、当然景気の影響を受ける。  

景気の動向（Ⅹ）とトラックの販売予想（Y）を結  

びつけるやり方として、Yiener－Levinson の時  

差相関（自己相関及び相互相関）を適用した。  

先行指標（説明変数）として鉱工業生産指数、  

鉱工業在庫指数、機械受注総額等の経済指標を  

用いた。その後、カルマンフィルター、BoxJe  

nkinsが出現したが、採用に至らず、5年後にエ  

ントロピーモデルを応用した、次項の6に取り  

替えた。副産物として、たまたま、自動車所得  

税の実施日に遭遇したが、T，C．Sの各系列  

の高精度の予測値が既に得られていたので、誤  

差ほ駆け込み需要とその反動とみなすことが可  

能となり、その計量化が始めて実行できた。こ  

の計量値ほその後の各種の制度的変更（規制、  

規格、税率など）に対して充分通用した。  

6 新しい手法を用いたトラック需要の短期予  

測H6・11・16報告 このところ景気の変動が激し  

く、乗用車、トラックとも目先の需要予測が立  

てにくい局面が続いている。我々は、Wiener－1．  

evinsonの手法を採用して、この問題にひとつの  
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